


音響 世界中の メ ロ デ ^
-

や ちょ っ と苦手な ク ラ シ ッ ク音楽を わ か ♭や すく､ よ 順 しく
-

警普
をし て初 め て聴く音楽に ワ ク ワ ク

･ ドキ ド キ ､ 今日 ､ 音楽が も っ と好 き に な る!

《第
一

部≫

あれも楽器 ､ これも楽器 - 身の 回りの 音達

- :
~ 二

･ チ ャル ダッ シ ュ

･ セ レソ ロ ー サ

･ くまん蜂 の 兄弟の 飛 行 義
･ サ ンド ペ

ー パ ー ･ バ レ エ

済暦

･ み んなで セ レソ
- お客様と大 騒ぎ 他

◇◇凄腕 の 音 の 料理 人たち◇◇

♪オ
ー ナ ー

シェフ: 鈴 木

♪コ ッ ク 長 : 三 科

♪コ ッ ク 1 : 佐 々 木

♪コ ッ ク 2 : 菊 池

♪新米 コ ック1 : 持 田

♪新米 コ ック2 : 山 本

♪コ ッ ク 3 : 諏 訪部

♪コ ッ ク 4 : 星

♪コ ッ ク 5 : 朝 倉

繁 ( 仙 台フィル ･ オ ー ボ エ とおしゃ べり)

清 治 ( 仙 台フ ィル ･

打楽 器とアレン ジ)

祥 ( 仙 台フィル ･

打 楽器とサ
ー ビス)

公 佑 ( 仙 台フ イ)I , ･ トロ ン ポ ー ン)

真 (イ山台フィル ･ トラン ペ ット)

高 史( 仙 台フィル ･

ヴ ァイオリン)

百合 ( 仙 自フィル ･

コ ントラバ ス)

律 子 ( マ リン バ)

香絵 ( マ リン バ)

と よ

♪ 音 楽 工 房 ｢ 1 0 4 ｣ と は
1 99 4 年 に 打 楽器を中心とした 通常 で は あまり見られ ない

編成 の ア ン サ ン プ ル で 活 動を開始 o 音 楽 嫌 い を 増 や す

と言 わ れ る､ カタイ
･

ナ ガイ
･ ム ズ カシイ を含まない 大人 か ら

子供まで楽 し め る 音楽創りを め ざし ､ 既 成 の 概 念 にと ら

わ れ ず､ 幅 広 い ジャ ン ル の 音 楽を演奏 して い る ｡ メン バ ー

は2 0 年 以 上 の オ ー

ケ ス トラ の キ ャリ アを持 つ 仙 台フ ィ ル

ハ
ー モ ニ ー 管 弦 楽匝‡の 団員を中心として い る .

知 的障 害 の ある人 ( ア ス リ
ー ト) たちに日常 的なス ポ

ー

ツ

トレ ー

ニ ン グとそ の 成果の 発表の 場 である競技 会を年 間を

通 じて 提供 し ､ ア ス リ ー トの 社 会参 加 を応 援 す る国 際的

なボ ラ ン テ ィ ア 組織 で す｡ 来 年 2 0 1 0 年 1 1 月 に は 大 阪 で

全 国大 会が 開催され ､ 2 0 1 1 年6 月 には ギリ シ ャ の ア テ ネ で

世界 大 会 が 開催され る予 定 で す｡

ス ペ シャ ル オリン ピッ クス で 大 切 なも の は ､

最 も強 い 身体や目を見張 るような気力 で は な い ｡

大切 なの は 各個人 のあらゆる ハ ン ディに 負け ない 棒神 であるo

この 精 神なくし て勝利 の メダル は 意味を失う｡

し か し､ その 気 持ちが あ れ ば､ 決 して 敗北 はな い
｡

( ス ペ シャ ル オリンピックス 創設者 ユ ニ ス ･ ケネデ ィ
･ シ ュ ラ イパ ー

)




